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彦根

制作 /オフィスいしやま ( 毎日新聞大津販売 )

天

地

2

彦根城観光大使委嘱状を受け取る
田村淳さん（左）＝彦根市ＨＰより

　

１
０
０
年
前
に
行
わ
れ
た
「
長

浜
開
町
３
５
０
年
祭
」
を
紹
介
す

る
写
真
展
が
１
月
12
日
ま
で
長
浜

市
元
浜
町
の
曳
山
博
物
館
で
開
か

れ
た
。
２
０
２
２
年
に
発
見
さ
れ

た
同
祭
ア
ル
バ
ム
（
豊
国
神
社
蔵
）

に
あ
っ
た
モ
ノ
ク
ロ
写
真
を
拡
大

し
た
パ
ネ
ル
14
点
と
、
ア
ル
バ
ム

２
冊
を
展
示
し
た
。

　

同
館
に
よ
る
と
、
秀
吉
死
後
の

江
戸
時
代
に
な
っ
て
も
長
浜
で
は

秀
吉
の
年
忌
法
要
が
行
わ
れ
る
な

ど
、
秀
吉
へ
の
信
仰
が
根
強
く
あ

っ
た
と
い
う
。
近
代
に
入
る
と
、

豊
国
神
社
で
秀
吉
に
関
す
る
神
事

が
行
わ
れ
、
１
９
２
４
年
４
月
に

は
長
浜
開
町
３
５
０
年
を
記
念
し

て
大
祭
が
営
ま
れ
た
。
１
９
７
３

年
に
も
開
町
４
０
０
年
祭
が
開
催

傘
寿
の
中
島
さ
ん「
し
ゃ
れ
か
る
た
」

 

ユ
ー
モ
ア
で
認
知
症
予
防

100年前の長浜開町記念祭
 曳 山 博 物 館 で 写 真 展

彦根城大使に田村淳さん
 第 １ 号 　 城 好 き タ レ ン ト

冬
の
湖
上
で
野
鳥
観
察
会

 

オ
ジ
ロ
ワ
シ
、
ハ
ヤ
ブ
サ
な
ど
25
種
類

日
ご
ろ
な
か
な
か
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
湖
上
か
ら
の
風
景
を
満
喫

し
て
い
た
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
」
と
話
し

て
い
る
。

　

か
る
た
の
し
お
り
に
は
中
島
さ

ん
の
友
人
が
次
の
よ
う
な
推
薦
文

を
書
い
て
い
る
。
「
中
島
氏
は
成

虫
の
蝶
（
ち
ょ
う
）
に
な
る
こ
と

を
嫌
い
幼
虫
の
ま
ま
の
姿
を
好
ん

で
成
長
し
た
か
の
よ
う
」
「
地
に

這
（
は
）
い
草
を
食
べ
な
が
ら
冷

や
や
か
な
目
で
見
上
げ
て
い
る
、

然
（
し
か
）
し
な
が
ら
心
優
し
く

初
心
な
人
柄
の
持
ち
主
で
あ
る
と

お
も
い
ま
す
」

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

16
日
、
そ
ん
な
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
の
「
し
ゃ
れ
か
る
た
大
会
」
が

あ
っ
た
。
こ
の
か
る
た
は
同
市
中

藪
町
、
中
島
健
造
さ
ん
（
80
）
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
。
１
９
８
９
年

に
カ
ラ
フ
ル
な
絵
も
描
い
て
作
成

し
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活

用
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
は
絵
札
を
縦
18
㌢
、
横
13

㌢
の
サ
イ
ズ
に
拡
大
。
15
人
が
参

加
し
て
に
こ
や
か
に
取
り
合
っ
た
。

中
島
さ
ん
は
「
認
知
症
予
防
に
も

な
り
ま
す
。
か
る
た
の
利
用
希
望

者
は
０
７
４
９
・
23
・
８
７
６
８

さ
れ
た
。

　

展
示
さ
れ
た
写
真
は
、
豊
国
神

社
で
の
祭
典
や
鎧
武
者
行
列
に
加

え
、
長
浜
八
幡
宮
御
旅
所
で
の
稚

児
行
列
や
秀
吉
ゆ
か
り
の
妙
法
寺

へ
の
参
拝
の
様
子
な
ど
も
あ
り
、

当
時
の
町
の
人
々
の
熱
気
や
意
気

込
み
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

　

彦
根
市
は
タ
レ
ン
ト
の
田
村
淳

さ
ん
に
「
彦
根
城
観
光
大
使
」
を

委
嘱
し
た
と
発
表
し
た
。
従
来
は

地
元
出
身
者
ら
が
「
彦
根
市
観
光

大
使
」
と
な
っ
て
き
た
が
、
昨
年

秋
に
対
象
を
拡
大
。
メ
デ
ィ
ア
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
）

で
影
響
力
の
あ
る
人
に
も
、
Ｐ
Ｒ

や
誘
客
を
担
っ
て
も
ら
う
こ
と
に

拡大した絵札を取り合った「しゃれかる
た大会」=市中老人福祉センターＨＰより

　

「
強
が
り
で
診
断
受
け
ず
死
ん

だ
ん
さ
」
「
雷
雨
時
雨
も
る
借
家

で
し
ゃ
く
や
な
あ
」―

―
。
彦
根

市
中
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
１
月

　

湖
北
野
鳥
セ
ン
タ
ー
は
１
月
14

日
、
漁
船
に
乗
っ
て
奥
琵
琶
湖
の

自
然
を
巡
る
「
冬
の
湖
上
観
察
会
」

を
開
い
た
。
セ
ン
タ
ー
職
員
２
人

の
ガ
イ
ド
で
、
参
加
者
16
人
が
２

そ
う
の
船
に
分
乗
し
、
約
２
時
間

の
行
程
を
楽
し
ん
だ
。

　

一
行
は
、
長
浜
市
湖
北
町
尾
上

の
尾
上
港
か
ら
出
港
し
、
竹
生
島
、

菅
浦
、
月
出
、
西
野
水
道
を
回
り
、

湖
上
か
ら
ハ
ヤ
ブ
サ
や
オ
オ
タ
カ
、

ハ
ジ
ロ
カ
イ
ツ
ブ
リ
な
ど
計
25
種

類
の
野
鳥
を
観
察
し
た
。

　

今
回
見
ら
れ
た
ハ
ヤ
ブ
サ
は
竹

生
島
の
岩
場
に
い
た
つ
が
い
で
、

ち
ょ
う
ど
並
ん
で
獲
物
を
食
べ
て

い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
セ
ン
タ
ー

職
員
は
「
２
羽
そ
ろ
う
こ
と
が
珍

し
い
上
に
、
一
緒
に
食

べ
て
い
る
姿
は
め
っ
た

に
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
」
と
説
明
し
た
。

　

観
察
会
の
目
玉
だ
っ

た
国
の
天
然
記
念
物
・

オ
ジ
ロ
ワ
シ
は
か
な
り

上
空
を
飛
ん
で
い
る
姿

が
少
し
見
ら
れ
た
だ
け

だ
っ
た
が
、
参
加
者
は

し
た
。

　

同
市
に
よ
る
と
、
田
村
さ
ん
は

以
前
か
ら
城
好
き
を
公
言
し
て
お

り
Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
で
彦
根

城
観
光
大
使
を
希
望
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
第
１
号
と
し
て
白

羽
の
矢
を
立
て
た
。
田
村
さ
ん
の

Ｘ
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
は
３
０
０
万
人

を
越
え
て
お
り
、
お
城
の
知
識
も

豊
富
。
昨
年
10
月
に
は
地
上
波
テ

レ
ビ
の
情
報
番
組
で
も
彦
根
城
を

取
り
上
げ
て
く
れ
た
と
い
う
。
同

12
月
に
は
久
保
達
彦
・
市
観
光
文

化
戦
略
部
長
が
上
京
し
、
テ
レ
ビ

朝
日
社
内
で
田
村
さ
ん
に
委
嘱
状

を
手
渡
し
た
。
彦
根
城
の
世
界
遺

産
化
に
も
大
き
な
力
に
な
る
の
で

は
と
期
待
し
て
い
る
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

船
上
か
ら
野
鳥
を
探
す
観
察
会
の
参
加
者

豊国神社で100年前に行われた鎧武者行
列の写真などが展示された＝長浜市提供


